
若 葉 区 地 域 福 祉 計 画 の 推 進 状 況 に つ い て

保健福祉局 保健福祉総務課

【 計 画 全 体 の 推 進 状 況 等 】

○社会福祉協議会地区部会を中心として、高齢者と子どもたちの交流活動が活発に行われています。市の助成制度を利用した事業が

　多く見られますが、単年度の事業が多いことから、地域で安定的に継続できる体制・仕組みづくりが必要です。

　（平成18・19年度地域福祉パイロット事業　17件）

○町内自治会やボランティアグループを中心とした、ひとり暮らし高齢者等の支援活動の情報が寄せられています。

　日常生活全般の支え合い助け合いのシステムが多くの組織でつくられ、先進的団体では、他団体・地域に対する助言等も行って

　います。高齢化の進展を踏まえ、地域における支え合い助け合いの活動を普及させていくことが必要です。

類　型 実践が確認されている取組項目 実践が確認されていない取組項目

１．相 談 体 制  24  地域版「よろず相談窓口」の構築  25  身近な場所に出張相談

２．情報の発信・
　　提供

 23  地域福祉に関する情報のホームページ開設

３．交流の機会
　　居場所づくり

  2  子どもたちを見守り育てる活動の実施
  3  公園やサークル活動を利用した交流機会の創出
  4  福祉施設等でのふれあい交流活動の実施
  5  気軽に過ごせる拠点
   （ふれあいハウス・サロン・センター）の創出
  6  多様な仲間づくり、市民活動の促進

 19  障害者支援のための規程の整備

４．社会参加の
　　仕組みづくり

 19  障害者支援のための規程の整備（再掲）
 28  ふれあいワーク＆ショップ活動の創設

５．支援体制構築
（見守り・生活課題解決）

　２  子どもたちを見守り育てる活動の実施（再掲）
 10  助けあい支えあいシステム
 14  要支援者の把握
 15  要支援者を見守る体制の整備

６．支援体制構築
 　（防犯・防災）

 12  防犯・防災意識の啓発活動
 13  防犯・防災巡回の実施
 14  要支援者の把握（再掲）
 17  緊急時誘導システムの構築

７．人材の育成
   6  多様な仲間づくり、市民活動の促進（再掲）
   8  活動の中核となれる人材の発掘
２７．わかばボランティアクラブの発足

 16  民生委員・児童委員の活動支援

８．福 祉 教 育

　７  仕組みづくりの啓発活動
      （助け合いシステムへのとっかかり施策として）
 26  福祉のこころを育む活動の推進
 29  地域での福祉教室の開催と活動支援

９．環 境 整 備
 （バリアフリー・交通）

 21  交通不便地区の解消
 22  交通バリアの解消  20  地域バリアフリー計画

１０．そ の 他

　1  向こう三軒両隣ふれあい運動の推進
　9 「わたしたちのまちの福祉を考える会」(仮称)
　　の設置
 11  地域でできる介護予防

 18  障害者福祉施設整備の充実

※太字は、提供情報が５件以上ある項目


